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人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
酒
造
り
を
「
成
」
し
、
天
と
地
を
往

来
し
幸
せ
や
パ
ワ
ー
を
与
え
る
「
龍
」
に
あ
や
か
り
名
付
け
ら

れ
た
「
成
龍
酒
造
」
は
創
業
か
ら
約
１
４
０
年
。
根
底
に
は
「
酒

は
造
り
手
を
映
す
鏡
。
酒
造
り
に
必
要
な
水
・
米
・
人
の
ど
れ

が
欠
け
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
例
え
ば
、
米
。
農
家
の
懸
命

な
作
業
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
造
り
手
は
夢
と
心
で
、
喜
ば
れ
る

酒
を
造
る
」
と
い
う
信
念
が
脈
打
っ
て
い
ま
す
。

　
「
成
龍
酒
造
」
に
は
２
つ
の
銘
柄
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
代
々

の
世
の
繁
栄
を
願
う
「
御
代
栄
」、
蔵
の
原
点
と
も
い
う
べ
き

変
わ
ら
ぬ
味
で
地
元
に
愛
さ
れ
、
県
内
を
中
心
に
販
売
し
て
い

ま
す
。
も
う
１
つ
は
当
蔵
の
酒
造
業
以
前
の
職
業
、
庄
屋
の
米

蔵
の
鍵
を
預
か
る
鍵
屋
に
由
来
す
る
「
伊
予
賀
儀
屋
」
で
す
。

２
０
０
２
年
に
誕
生
。
生
の
よ
う
な
鮮
度
を
追
求
す
る
瓶び
ん

火ひ

入い
れ

生な
ま

詰づ
め

、
酒
本
来
の
味
に
こ
だ
わ
る
無む

濾ろ

過か

、
熟
成
に
応
じ
て
味4

ノ
リ

4

4

・
旨
味
が
増
す
熟
成
向
上
酒
、
そ
し
て
料
理
を
引
き
立
て

る
食
中
酒
、
石
鎚
山
系
伏
流
水
使
用
と
い
う
５
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
造
る
特
定
名
称
酒
で
、
特
約
店
制
度
に
よ
り
県
内
外
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
、
地
元
の
切
り
絵
作
家
・
塩
崎

剛
さ
ん
の
ラ
ベ
ル
が
目
を
ひ
く
季
節
限
定
酒
が
あ
り
ま
す
。

　

17
年
前
、
地
元
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ
た
春
・
秋

１
日
限
定
の
酒
蔵
開
放
イ
ベ
ン
ト
は
今
や
県
内
外
か
ら
約
１
、

０
０
０
人
が
集
い
ま
す
。
故
郷
の
魅
力
を
伝
え
つ
つ
、
日
本
酒

に
合
う
様
々
な
料
理
を
提
案
し
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
く
、
理
想

の
日
本
酒
の
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。

成
せい

龍
りょう

酒造株式会社
代表銘柄	 御

み

代
よ

栄
さかえ

、伊予賀
か

儀
ぎ

屋
や

創　　業	 1877年（明治10年）
代 表 者	 代表取締役社長　首

す

藤
とう

　洋
住　　所	 西条市周布1301-1
T E L	 0898-68-8566

▼

引
き
戸
を
開
け
れ
ば
、
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
お
も
て
な
し
の
空
間
が
現
れ
る

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

御
代
栄
、伊
予
賀
儀
屋

10

▲�（右）「御代栄　蔵元の味　特別
純米」。常温を基本に冷酒熱燗ま
で幅広く楽しめ、石鎚山のような
懐の広い酒。（左）「伊予賀儀屋�
純米大吟醸　しずく媛45　グリー
ンラベル」。酒造好適米・しずく
媛を使い、優しい味と心地いい香
が特徴の純米酒、最上級品



今月の表紙

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○�営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○�安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○�地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　窓を開けて「起きなさいよ」とお母さ
ん。春霞や芽吹きの匂いが部屋の中に流
れ込んできます。食卓には春野菜やタケ
ノコ料理が並び、そこかしこに春が充満
しています。お兄ちゃんは小学校、妹は
幼稚園へ、真新しい制服に袖を通して、
新しい生活のスタートです。
　さて、どんなお楽しみが待っている
かな？　元気よく頑張っていきましょ
う！！

●表紙：新生活、始動！
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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愛媛の酒蔵めぐり⑩～成龍酒造㈱

●2　 　〈特集〉ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」　　　　　　　
　　　　　　　～より近く　より深く　より前へ～

� �「農業者所得増大」「農業生産の拡大」への挑戦、
� 「地域活性化への貢献」に向けて取り組みます。

●12　　 ＪＡ全農えひめ平成28年度機構改革＆人事異動

●13　　 ＪＡ全農えひめ平成28年度機構図＆ライン配置

●14　　 THE・ねっとわーく

●15　　 統計BOX

●16　　 ふるさと  ESSAY  VOL.252

馬鹿は死ななきゃ治らない
八木　健さん

●18　　 TOPIC NEWS

●20　　 READERS通信
 NOW  NOW  COOKING 

〈今月の素材〉乾椎茸



転
換
、
②
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
低
減
、
③
農
産
物
生
産
に
係
る

多
様
化
す
る
農
業
者
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な

対
応
）
を
補
強
し
、
経
済
界
と
の
連
携
も

含
め
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
次
３
か
年
計
画
で
は
、
前
３
か
年
の

３
大
重
点
事
業
施
策
お
よ
び
３
つ
の
事
業

戦
略
を
さ
ら
に
深
化
・
拡
充
し
、
①
新
た

な
事
業
開
発
等
に
係
る
積
極
的
な
投
資
や

企
業
と
の
業
務
提
携
、
②
農
業
生
産
法
人

な
ど
大
規
模
生
産
者
や
集
落
営
農
組
織
へ

元
気
な
産
地
づ
く
り
と
地
域
の
く
ら
し
へ

の
貢
献
、
②
国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強

化
、
③
海
外
事
業
の
積
極
展
開
）
に
取
り

組
み
、
さ
ら
に
27
年
度
事
業
計
画
で
は
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
な
か
で
明
確
化

し
た
新
た
な
事
業
戦
略
（
①
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
事
業
を

⑴　

基
本
戦
略

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
前
３
か
年
（
25
～
27
年

度
）
に
お
い
て
、３
大
重
点
事
業
施
策
（
①

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
Ｊ
Ａ
全
農
の
「
３
か
年
事
業
計
画
」
は
、
前
３
か
年
の
３
大
重
点
事
業
施
策
お
よ
び
３
つ

の
事
業
戦
略
を
さ
ら
に
深
化
・
拡
充
し
、
①
新
た
な
事
業
開
発
等
に
係
る
積
極
的
な
投
資
や
企
業
と
の
業
務
提
携
、
②
農
業
生

産
法
人
な
ど
大
規
模
生
産
者
や
集
落
営
農
組
織
へ
の
対
応
強
化
、
③
リ
テ
ー
ル
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
、
④
生
産
資
材
等
の
購

買
事
業
の
競
争
力
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
や
農
業
生
産
の
拡
大
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
本
部
で
は
、
第
36
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
の
決
議
を
踏
ま
え
、「
農
業
者
所
得
増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
新
た
に
推

し
進
め
、
元
気
な
産
地
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

基
本
方
向

Ｊ
Ａ
全
農　

３
か
年
計
画

特

集

◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」

～
よ
り
近
く
　
よ
り
深
く
　
よ
り
前
へ
～

「
農
業
者
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
へ
の
挑
戦
、

「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
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の
対
応
強
化
、
③
リ
テ
ー
ル
事
業
の
さ
ら

な
る
拡
充
、
④
生
産
資
材
等
の
購
買
事
業

の
競
争
力
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
農
業

者
の
所
得
増
大
や
農
業
生
産
の
拡
大
お
よ

び
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
ア
～
ウ
を
重
点
事

業
施
策
と
し
、
全
農
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
践
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
実
践
経
過
や
成
果
を
組

織
の
内
外
に
目
に
見
え
る
形
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
進
め
ま
す
。

ア
．�

持
続
可
能
な
農
業
生
産
・
農
業
経
営

づ
く
り
へ
の
貢
献

ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
へ
事
業
を
転
換

　

中
食
・
外
食
な
ど
業
務
用
需
要
の
獲
得

に
向
け
、
実
需
者
と
の
直
接
契
約
・
事
前

契
約
等
の
長
期
安
定
的
な
取
引
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
付
加
価
値
の
高
い
米

関
連
商
品
の
開
発
・
取
扱
拡
大
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
活
用
し
た
消
費
者
へ

の
直
接
販
売
、
外
食
産
業
と
の
連
携
な
ど

リ
テ
ー
ル
事
業
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　

輸
入
野
菜
が
一
定
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

加
工
・
業
務
用
や
家
計
消
費
向
け
需
要
に

応
じ
た
国
産
野
菜
の
販
売
拡
大
と
生
産
振

興
を
は
か
る
と
と
も
に
、
加
工
処
理
施
設

の
設
置
や
加
工
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携
な

ど
、
一
次
・
二
次
加
工
機
能
の
拡
充
に
取

り
組
み
ま
す
。

全農グループを挙げて取り組む

３大重点事業施策

平成25～27年度　３か年事業計画

平成28～30年度３か年事業計画

１．元気な産地づくりと

　 地域のくらしへの貢献

２．国産農畜産物の販売力強化

３．海外事業の積極展開

取り巻く事業環境の変化 平成28～30年度　３か年事業計画

生産･流通･販売面でさらに深化・拡充した

重点事業施策

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の
活
性
化

２．海外事業の積極展開

３．元気な地域社会づくりへの支援

１．持続可能な農業生産･
　　農業経営づくりへの貢献

３大重点事業施策を

実現するための

経営基盤拡充

４．将来のリスクや戦略的投資に

　 備えた経営基盤拡充

生産基盤

・生産者の高齢化が進行

・販売農家戸数・農業就業人口

の減少

・集落営農・農業生産法人数の

増加

・全畜種で飼養頭羽数･戸数が

減少

消費

・国内消費は野菜・肉類は増加

傾向にあるが、主食用米は大

きく減少

・家計消費の支出金額は外食・

調理食品の支出が上昇

・訪日外客数の急増など新た

な需要が出現

農政

【TPP大筋合意】

・重要５項目の輸入枠拡大や

関税の引き下げ

【改正農協法関連】

・農業所得の増大に最大限の

配慮など事業目的規定の変更

・株式会社への組織変更が可能

・経済界との連携をはかり、農

業・食品産業の発展と農家所

得の向上に資する経済活動

を積極的におこなうことが付

帯決議

【米政策の見直し】

・30年からの直接支払交付金

の廃止および生産調整の見

直しの予定

【プロダクトアウトからマーケットインへ事業を転換】
○消費者への直接販売や外食産業との連携などリテール事
業の強化
○加工・業務用野菜の加工処理施設の設置など一次・二次
加工機能の拡充
○訪日外客の増加によるインバウンド需要への対応強化
【生産から販売までのトータルコスト低減】
○省力･低コスト・生産性向上に資する営業関連技術の開
発・実証・普及
○県域を越えた青果物の共同配送体制の構築による物流機
能の強化
○畜産生産基盤の強化と生産性向上に向けた革新的な商品・
技術の開発・普及

【農産物生産に係る多様化する農業者ニーズへの柔軟な対応】
○担い手ニーズに対応した専用商品・規格品の提案やJA資
材店舗強化策の検討・実践
○高生産性水田輪作体系の確立に向けた提案・実証
○大規模施設園芸実証圃の品目拡大や実証した栽培方法の
普及および産地づくりのための人材育成プランを実践

○海外マーケットのニーズに即した生鮮品･加工品などの輸
出拡大や国産農畜産物･和食のPR拠点となるレストラン
の出店など、輸出相手国のニーズに応じた多様な取り組
みを展開

○他国の農協組織や海外サプライヤー等との関係強化による
飼料・肥料原料の産地の多元化など購買力の維持・強化

○ライフライン店舗やコンパクトセルフSS等の設置支援、
組合員ニーズにもとづく移動購買車の導入など事業提案
の強化
○JA農産物直売所の集客力向上・売場活性化に向けた支援
メニューの拡充、国産農畜産物販売拠点としての直売所
併設型Aコープ店舗の出店拡大
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ま
た
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
に
お
け
る

食
肉
販
売
や
各
県
で
の
外
食
店
舗
の
出
店

を
進
め
る
ほ
か
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
る
訪
日
外
客
の
外
食
店
舗
の
利
用
拡
大

や
国
産
農
畜
産
物
の
土
産
品
販
売
な
ど
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま

す
。

イ
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
低
減

　

省
力
・
低
コ
ス
ト
・
生
産
性
向
上
に
資

す
る
営
農
関
連
技
術
の
開
発
・
実
証
・
普

及
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
共

同
利
用
施
設
の
再
編
・
統
合
支
援
や
県
域

を
越
え
た
青
果
物
の
共
同
配
送
体
制
の
構

築
に
よ
る
物
流
の
合
理
化
等
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
上
質
肉
生
産
技
術
の
普
及
、
お

よ
び
消
費
者
が
購
入
し
や
す
い
安
価
な
和

牛
肉
生
産
体
系
の
実
証
・
普
及
に
よ
る
生

産
基
盤
対
策
の
強
化
や
革
新
的
な
商
品
・

技
術
の
開
発
・
普
及
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ウ
農
産
物
生
産
に
係
る
多
様
化
す
る
農
業

者
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応

　

競
争
力
の
あ
る
商
品
の
開
発
・
普
及
や

担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専
用
商
品
・

規
格
品
の
提
案
、
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
強
化
策

の
検
討
・
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
高
生
産
性
水
田
輪
作
体
系
の
確

立
に
向
け
た
提
案
・
実
証
、
高
収
量
・
高

収
益
を
め
ざ
し
た
大
規
模
施
設
園
芸
実
証

圃
の
品
目
拡
大
や
実
証
し
た
栽
培
方
法
の

普
及
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
産
地
づ
く

り
の
た
め
の
人
材
育
成
プ
ラ
ン
を
実
践
し

ま
す
。

イ
．
海
外
事
業
の
積
極
展
開

　

販
売
事
業
で
は
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
生
鮮
品
・
加
工
品
な
ど

の
輸
出
拡
大
や
国
産
農
畜
産
物
・
和
食
の

Ｐ
Ｒ
拠
点
と
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
展
開
な

ど
、
輸
出
相
手
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多

様
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

購
買
事
業
で
は
、
世
界
的
な
穀
物
需
要

の
増
加
に
よ
り
戦
略
物
資
化
す
る
飼
料
・

肥
料
原
料
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
て
、

他
国
の
農
協
組
織
や
海
外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

等
と
の
関
係
強
化
を
進
め
、
産
地
の
多
元

化
を
は
か
り
、
購
買
力
の
維
持
・
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

ウ
．
元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
支
援

　

地
域
の
く
ら
し
の
拠
点
で
あ
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
店
舗
や
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

等
の
設
置
支
援
や
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
も
と

づ
く
移
動
購
買
車
の
導
入
等
の
事
業
提
案

を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
の
集
客
力

向
上
・
売
場
活
性
化
に
向
け
た
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
充
や
国
産
農
畜
産
物
販
売
拠

点
と
し
て
の
直
売
所
併
設
型
Ａ
コ
ー
プ
店

舗
の
出
店
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵　

�

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
・

風
評
被
害
の
払
拭

　

生
産
基
盤
の
復
旧
、
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
の
払
拭
に
向
け
て
、引
き
続
き
、

国
・
県
な
ど
の
行
政
、
他
団
体
・
機
関
と

連
携
し
て
、
全
農
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な

り
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
取
り
組
み

を
実
践
し
ま
す
。

⑶　

�

全
農
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り

組
み

　

重
点
事
業
施
策
の
実
践
に
向
け
て
、
子

会
社
を
含
め
た
全
農
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

戦
略
共
有
を
強
化
し
、
事
業
運
営
・
経
営

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
穀
農
産
事
業

　

米
の
消
費
が
減
少
す
る
な
か
、
中
食
・

外
食
な
ど
業
務
用
需
要
が
伸
長
す
る
状
況

を
ふ
ま
え
、
販
売
面
で
は
、
産
地
と
実
需

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
や
直
接

契
約
・
事
前
契
約
な
ど
に
よ
る
実
需
者
と

の
長
期
安
定
的
な
取
引
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
の
高
い
米
関
連

商
品
の
開
発
・
取
扱
拡
大
や
パ
ー
ル
卸
の

再
編
等
に
よ
る
販
売
力
強
化
を
は
か
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
を
活

用
し
た
消
費
者
直
接
販
売
の
強
化
や
外
食

事
業
別
実
施
具
体
策
・

行
動
計
画

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
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産
業
と
提
携
し
た
外
食
店
舗
の
展
開
な
ど

リ
テ
ー
ル
事
業
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

生
産
・
集
荷
面
で
は
、
30
年
の
米
政
策

転
換
を
見
据
え
る
な
か
、
需
給
と
価
格
の

安
定
に
向
け
て
飼
料
用
米
へ
の
作
付
転
換

に
継
続
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
主
食
用
米

の
集
荷
確
保
・
担
い
手
と
の
関
係
強
化
に

向
け
て
大
規
模
生
産
者
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え

た
集
荷
手
法
を
拡
充
し
ま
す
。

　

麦
類
農
産
事
業
で
は
、
国
産
需
要
の
確

保
に
向
け
て
、
需
要
動
向
を
ふ
ま
え
た
生

産
振
興
や
単
収
向
上
に
資
す
る
生
産
技
術

支
援
等
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

園
芸
事
業

　

重
点
卸
売
市
場
、
グ
ル
ー
プ
会
社
等
と

連
携
し
た
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
も
と
づ
く

産
地
へ
の
生
産
提
案
や
契
約
取
引
の
拡
大

を
進
め
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
加
工
・

業
務
用
や
輸
入
品
が
一
定
の
シ
ェ
ア
を
占

め
る
家
計
消
費
向
け
生
鮮
野
菜
の
産
地
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
工
・
業
務
用
需
要
に
応
じ
た
販
売
機

能
の
強
化
に
向
け
て
、
加
工
処
理
施
設
の

設
置
や
加
工
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
な
ど
一

次
・
二
次
加
工
機
能
の
拡
充
を
は
か
り
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
国

産
青
果
物
を
原
料
と
す
る
加
工
品
や
野
菜

等
を
原
料
と
し
た
パ
ウ
ダ
ー
に
係
る
研
究

お
よ
び
商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
物
流
課
題
に
対

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
か
ら
貨
物
・
船
舶

輸
送
等
へ
の
転
換
や
産
地
・
消
費
地
に
お

け
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
な
ど
県

域
を
越
え
た
共
同
配
送
体
制
の
構
築
を
は

か
り
、
青
果
物
物
流
の
合
理
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

営
農
販
売
企
画

　

農
業
生
産
の
拡
大
に
向
け
て
、
地
中
点

滴
灌
水
シ
ス
テ
ム
や
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
省

力
・
低
コ
ス
ト
・
生
産
性
向
上
に
資
す
る

営
農
関
連
技
術
の
実
証
・
普
及
に
取
り
組

む
ほ
か
、
新
た
な
栽
培
技
術
や
品
種
等
の

開
発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
・
畑
作

物
を
全
て
本
作
化
し
た
高
生
産
性
水
田
輪

作
体
系
の
提
案
・
実
証
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
飼
料
用
米
の
本
格
生
産
と
供
給
体

制
の
確
立
を
は
か
り
ま
す
。

　

国
産
農
畜
産
物
の
販
売
拡
大
に
向
け

て
、
全
農
グ
ル
ー
プ
直
販
会
社
の
販
売
力

強
化
や
商
談
会
の
拡
充
を
は
か
る
ほ
か
、

海
外
の
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
等
に

よ
る
玄
米
輸
出
の
拡
大
や
青
果
物
の
鮮
度

保
持
可
能
な
物
流
方
式
の
構
築
な
ど
輸
出

事
業
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

や
産
地
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
プ
ラ

ン
を
実
践
し
ま
す
。

　

生
産
資
材
事
業

　

ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け

て
、
肥
効
調
節
型
肥
料
や
国
内
地
域
資
源

活
用
銘
柄
な
ど
省
力
・
低
コ
ス
ト
商
品
の

開
発
・
普
及
を
は
か
る
ほ
か
、
県
域
を
越

え
た
供
給
・
購
買
体
制
の
整
備
に
取
り
組

み
、
競
争
力
強
化
に
向
け
た
事
業
体
制
を

確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
海
外
山
元
と
の
関

係
強
化
を
は
か
る
ほ
か
、
現
場
課
題
に
対

応
し
た
新
規
農
薬
の
開
発
・
権
利
取
得
や

新
た
な
処
理
技
術
の
研
究
・
登
録
を
進
め

ま
す
。

　

多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専

用
商
品
の
提
案
や
栽
培
暦
・
予
約
注
文
書

の
改
善
、
お
よ
び
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
強
化
策

の
検
討
・
実
践
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
収
量
・
高
収
益
を
め
ざ
す
大
規
模
施
設

園
芸
実
証
圃
で
の
栽
培
方
法
・
技
術
の
確

立
・
普
及
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
水
田

利
用
高
度
化
に
対
応
し
た
大
型
高
性
能
機

械
の
取
扱
強
化
お
よ
び
農
機
レ
ン
タ
ル
の

拡
大
に
取
り
組
む
ほ
か
、
総
合
コ
ン
サ
ル

に
よ
る
共
同
利
用
施
設
の
再
編
・
統
合
提

案
を
進
め
ま
す
。

　

畜
産
事
業

　
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
で
の
食
肉
販
売
の

拡
大
や
大
都
市
圏
等
で
の
外
食
店
舗
拡
大

な
ど
消
費
者
に
直
接
訴
求
す
る
販
売
事
業

を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
牛
肉
輸
出
国
の

拡
大
や
海
外
外
食
店
舗
の
出
店
を
す
す
め

る
ほ
か
、
外
食
店
舗
や
土
産
品
販
売
店
舗

を
活
用
し
た
訪
日
外
客
へ
の
国
産
畜
産
物

の
販
売
拡
大
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ

の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　

生
産
面
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
な
ど

革
新
的
な
商
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
を

進
め
、
生
産
性
向
上
と
地
域
実
態
に
応
じ
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た
畜
種
別
の
生
産
基
盤
対
策
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
配
合
飼
料
の
製
造
・
物
流
の

合
理
化
等
に
よ
る
価
格
海
外
子
会
社
と
の

連
携
に
よ
る
集
荷
基
盤
強
化
や
海
外
農
協

組
織
等
と
の
提
携
に
よ
る
産
地
多
元
化
な

ど
競
争
力
の
あ
る
飼
料
原
料
の
安
定
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
関
連
事
業

　
「
新
た
な
Ｊ
Ａ
生
活
事
業
の
実
践
運
動
」

を
通
じ
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
モ
デ

ル
Ｊ
Ａ
で
の
優
良
事
例
の
積
み
上
げ
を
は

か
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
生
活
店
舗
の
業
態

転
換
や
移
動
購
買
車
の
導
入
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
対
応
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
の
売
場
活
性
化

に
向
け
た
付
帯
施
設
の
提
案
な
ど
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
充
や
直
売
所
併
設
型
Ａ
コ
ー

プ
店
舗
の
出
店
拡
大
、
商
品
力
強
化
に
よ

る
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

燃
料
事
業
で
は
、
基
幹
フ
ル
Ｓ
Ｓ
の
セ

ル
フ
化
な
ど
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
践
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
に
資

す
る
施
設
園
芸
向
け
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
光
合
成
促
進
機
等
の
導
入
お
よ
び
配

送
ロ
ッ
ト
の
大
型
化
や
沿
岸
基
地
か
ら
の

直
接
配
送
な
ど
配
送
の
効
率
化
に
よ
る
営

農
用
燃
料
の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

震
災
復
興

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
農
地
や
農

業
施
設
な
ど
の
生
産
基
盤
の
復
旧
に
向

け
、
農
業
者
ニ
ー
ズ
に
も
と
づ
く
営
農
支

援
や
先
進
技
術
の
普
及
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、営
農
指
導
体
制
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
根
強
い
風
評
被
害
が

続
く
地
域
で
は
、
引
き
続
き
、
需
要
拡
大

に
向
け
た
消
費
者
・
実
需
者
の
理
解
が
得

ら
れ
る
広
報
対
策
や
提
案
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

事
業
運
営
・
経
営
管
理

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
の

経
営
計
画

強
化
、
広
報
活
動
活
性
化
、
経
営
基
盤
の

拡
充
な
ど
、
本
会
の
事
業
展
開
を
支
援
す

る
管
理
業
務
を
効
率
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

取
扱
計
画

　

生
産
・
流
通
・
販
売
面
で
さ
ら
に
深
化
・

拡
充
し
た
重
点
事
業
施
策
の
取
り
組
み
を

織
り
込
み
、
取
扱
高
は
28
年
度
４
兆
６
、

６
０
０
億
円
、
29
年
度
４
兆
７
、
０
０
０

億
円
、
30
年
度
４
兆
７
、
８
０
０
億
円
を

見
込
み
ま
す
。

収
支
計
画

　

当
期
剰
余
金
は
、
重
点
事
業
施
策
の
取

り
組
み
に
よ
り
段
階
的
に
取
扱
高
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
積
極
的
な
投
資

等
を
お
こ
な
う
こ
と
か
ら
、
28
年
度
42
億

円
、
29
年
度
32
億
円
、
30
年
度
36
億
円
の

計
画
と
し
ま
す
。

　

事
業
利
益
は
、
３
か
年
と
も
黒
字
を
維

持
し
30
年
度
で
８
億
円
と
し
ま
す
。

剰
余
金
処
分
計
画

　

出
資
配
当
は
収
支
計
画
を
ふ
ま
え
、
各

年
度
と
も
２
％
配
当
を
計
画
し
ま
す
。

投
資
計
画

　

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
広
域
物
流
施
設

（
米
、
生
産
資
材
な
ど
）
や
消
費
者
接
近

型
事
業
を
拡
充
す
る
販
売
・
加
工
施
設
、

技
術
の
実
証
・
普
及
や
担
い
手
の
育
成
に

向
け
た
大
規
模
施
設
園
芸
実
証
圃
、
元
気

な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
支
援
に
資
す
る

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」

表１　ＪＡ全農　３か年（28～30年度）取扱計画
（単位：億円）

年　度

事　業
28年度 29年度 30年度

米 穀 農 産 事 業 7,519 7,908 8,234

園 芸 事 業 11,624 12,070 12,176

畜 産 事 業 10,888 10,936 11,181

営農・生産資材事業 8,633 8,164 8,319

生 活 関 連 事 業 8,024 8,003 7,984

合 計 46,687 47,081 47,894
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最
重
点
施
策

愛
媛
県
本
部　

３
か
年
計
画

生
活
関
連
事
業
施
設
の
取
得
な
ど
の
投
資

を
積
極
的
に
進
め
、
３
か
年
で
７
５
０
億

円
程
度
を
計
画
し
ま
す
。
ま
た
、
購
買
力

強
化
、
輸
出
事
業
強
化
の
た
め
の
外
部
出

資
等
を
実
施
し
ま
す
。

要
員
計
画

　

改
正
労
働
契
約
法
へ
の
対
応
と
し
て
有

期
雇
用
か
ら
無
期
雇
用
へ
の
身
分
変
更
を

70
名
程
度
見
込
ん
だ
う
え
で
、
事
業
環
境

に
対
応
し
た
要
員
体
制
と
す
る
観
点
か

ら
、
27
年
度
末
の
計
画
要
員
数
７
、
８
５

０
名
か
ら
１
５
０
名
程
度
削
減
し
、
30
年

度
末
で
７
、
７
０
０
名
程
度
と
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
本
部
で
は
、
重
点
事
業
施
策
を

基
本
に
、
第
36
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
で
も

決
議
さ
れ
た
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」
へ
の
挑
戦
、「
地
域
の

活
性
化
」
へ
の
貢
献
に
向
け
て
、
平
成
25

年
度
よ
り
取
り
組
ん
だ
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ

リ
ー
ド
事
業
」
を
拡
充
・
強
化
し
た
「
農

業
者
所
得
増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
新

た
に
推
し
進
め
、
中
期
３
か
年
計
画
の
着

実
な
実
践
を
は
か
り
ま
す
。

　

生
産
面
で
は
、
最
重
点
品
目
の
生
産
拡

大
を
中
心
に
売
れ
る
農
畜
産
物
の
産
地
育

成
、
水
田
フ
ル
活
用
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
農
業
者

手
取
り
の
安
定
と
担
い
手
の
確
保
・
育
成

支
援
を
は
か
り
、
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡

大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

流
通
・
販
売
面
で
は
、
企
画
販
売
・
契

約
販
売
な
ど
多
元
的
販
売
の
拡
大
に
取
り

組
み
、
広
域
選
果
体
制
の
構
築
、
消
費
宣

伝
活
動
な
ど
の
積
極
的
な
展
開
を
通
じ
、

県
域
販
売
体
制
に
よ
る
販
売
力
・
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

　

購
買
面
で
は
、
多
様
な
農
業
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
低
コ
ス
ト
資
材
・
省
力
技
術

の
普
及
拡
大
や
環
境
保
全
対
応
の
強
化
を

は
か
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
体
制

の
拡
充
を
進
め
、
さ
ら
な
る
物
流
の
合
理

化
と
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
生
活
関
連
事
業
を
通
じ
て
、「
県

産
農
畜
産
物
の
販
売
拡
大
」、「
環
境
に
優

し
い
」、「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
」、「
地

域
イ
ン
フ
ラ
」
を
柱
に
、
地
域
の
く
ら
し

へ
の
貢
献
に
取
り
組
み
ま
す
。

耕
種
事
業

（
営
農
食
糧
部
・
園
芸
部
・
生
産
資
材
部
）

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
最
重
点
実

施
分
野
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
め
ざ
し
、
販
売

品
取
扱
高
の
拡
大
を
共
通
目
標
に
掲
げ
る

な
か
、
Ｊ
Ａ
・
関
係
事
業
部
門
の
連
携
強

化
に
よ
る
「
農
業
者
所
得
増
大
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
。

　

特
に
重
点
事
項
と
し
て
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
も
と
づ
く
生

産
・
販
売
事
業
方
式
へ
の
転
換
」「
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
」「
多
様
な
農
業
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
の
具
現
化
に
向
け
、

Ｊ
Ａ
・
農
業
者
へ
の
支
援
対
策
や
県
域
機

能
の
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
事
業
の
補
完
・
支

援
に
取
り
組
み
、
農
家
手
取
り
最
大
化
な

ら
び
に
愛
媛
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

畜
産
事
業

　

事
業
競
争
力
な
ら
び
に
生
産
基
盤
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
新
技
術
普
及
に
よ
る

生
産
性
向
上
対
策
や
休
閑
施
設
利
用
等
に

よ
る
農
場
再
編
整
備
を
す
す
め
、
肉
牛
・

肉
豚
生
産
者
の
所
得
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
の
安
定
生
産
と

品
質
向
上
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
大
手

量
販
店
・
料
飲
店
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
販
売

推
進
や
直
営
店
舗
運
営
に
よ
る
消
費
者
へ
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事
業
別
実
施
具
体
策

の
直
接
訴
求
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま

す
。

生
活
事
業

　
「
地
域
の
活
性
化
」
へ
貢
献
す
る
た
め

に
、
地
域
実
態
・
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
事
業
・
品
目
の
取
扱
い
強
化
を
は
か

り
、
く
ら
し
支
援
事
業
の
提
案
と
実
践
に

つ
と
め
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
産
を
中
心
と
し
た
国
産
農

畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
地

産
地
消
の
取
り
組
み
と
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
宅
配
事
業
や
直
販
事
業
の
拡

大
に
つ
と
め
、
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
と

健
康
へ
の
貢
献
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
環
境
関
連
事
業
や
石
油
・
ガ

ス
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
供
給
に
取
り

組
み
、快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
と
、

高
齢
者
対
応
事
業
の
研
究
に
取
り
組
み
、

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
ま
す
。

総
合
物
流

　

広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
総

合
物
流
を
構
築
し
、「
営
農
と
生
活
を
守

る
物
流
」
の
整
備
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

事
業
競
争
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
と
し
て
農
業

者
・
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
、
生
産
・
加
工
・
販
売
・
購
買
・
物
流

の
各
分
野
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
事
業

機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
全

社
の
健
全
経
営
を
確
立
し
、
愛
媛
農
業
の

振
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

営
農
食
糧
部

①�　
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」
に
向
け
て
、「
農
業
者
所
得

増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
の
推
進
事
務

局
と
し
て
部
門
間
連
携
と
Ｊ
Ａ
へ
の
提

案
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

②�　
「
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
よ
る
担
い
手
総
合
支
援
や
地

域
生
産
振
興
の
実
践
を
担
う
Ｊ
Ａ
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
活
動
お
よ
び
人
材
育
成
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

③�　

関
係
機
関
と
も
連
携
し
県
産
農
畜
産

物
の
付
加
価
値
増
大
・
消
費
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

④�　

需
給
環
境
に
応
じ
た
主
食
用
米
お
よ

び
主
食
以
外
の
水
田
活
用
米
穀
、裏
作
・

転
作
品
目
の
作
付
け
に
よ
る
「
水
田
フ

ル
活
用
」の
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、

生
産
資
材
部
門
と
の
連
携
に
よ
る
省
力

栽
培
技
術
推
進
お
よ
び
収
量
・
品
質
向

上
対
策
に
取
り
組
み
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
は
か
り
ま
す
。

⑤�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
の
連
携
を
強
化

し
、
県
域
生
販
一
貫
体
制
に
も
と
づ
く

「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
販
と

定
着
を
は
か
る
た
め
、
買
取
販
売
の
強

化
と
大
口
生
産
者
へ
の
フ
レ
コ
ン
集
荷

提
案
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
同
行
推
進
に
よ

り
、
県
内
需
要
に
応
え
る
集
荷
量
の
確

農業者所得増大チャレンジ事業の概要
販売方式の改革×生産性の向上－コストの低減＝農業者の所得増大　農業生産拡大

マーケットインに基づく
生産・販売事業方式への転換
【販売品取扱高】476億円

多様な農業者ニーズへの対応トータルコスト低減の実績

コスト低減＋生産性向上＋省力化

〈生産振興・産地づくり〉
○農地のフル活用
○重点品目拡大
○新たな需要への対応
〈販売事業の強化〉
○共販量・企画販売・販路の拡大
○知財活用による高付加価値化

〈米麦〉にこまる・ハルヒメボシ
○水田フル活用／収量・品質向上対策
○米の食味向上／○次世代品種の実証

〈果実〉温州みかん・ゼスプリキウイG3
○生産量維持／○ゼスプリG3栽培実証
○企画販売・ギフト・輸出推進

〈野菜花卉〉玉ねぎ・里芋・レタス＋枝豆
○レタス＋枝豆実証／○加工業務用拡大
○東予地区里芋広域共選体制の確立

〈段ボール〉
○予約精度向上によるメリットの最大化
○機能性段ボール等の企画提案

〈肥料・農薬・園芸資材〉
○低コスト肥料・農薬・ハウスの普及
○肥料満車・農薬担い手直送の対応
○値入ミックス・奨励金等の価格参入検討
○土壌診断による土づくり・適正施肥
○収量・品質向上・省力体系・資材の普及

〈農機〉
○重点機種・型式普及と中古流通促進
○農機の延命・効率化
○作物別機械化一貫体系の提案

〈耕種事業共通〉
○労働力支援体制の整備
○食の安全・安心確保対策
○６次産業化支援
○ＪＡ・行政・関係機関との連携

〈生産流通コストの引き下げ〉
○価格メリット創出と弾力的価格設定
○適正施肥・低コスト資材の普及
○広域物流・広域選果体制の確立
〈生産性の向上〉
○収量・品質向上・省力化技術・資材の普及

【対策要領による支援】①生産振興・担い手支援対策、②コスト低減対策
【県域機能強化による支援】①県域担い手サポートセンター設置、②県域での労働力支援体制の警備、③新規作物・重点品目・営農体系の実
証、④機能性成分表示制度の活用、⑤広域集荷・選果体制確立の支援

〈県域担い手サポートセンター〉
○担い手総合支援
○ＪＡの産地づくり支援
○ＪＡの人材育成支援

○出向く活動の部門連携強化
○労働力支援体制の対応

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
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保
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥�　
「
に
こ
ま
る
」
を
中
心
と
し
た
米
の

良
食
味
栽
培
体
系
の
確
立
お
よ
び
は
だ

か
麦
高
品
質
品
種
「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」

へ
の
品
種
転
換
を
は
か
り
「
売
れ
る
米

麦
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

園
　
芸
　
部

①�　

自
然
災
害
や
異
常
気
象
に
左
右
さ
れ

な
い
生
産
量
の
安
定
維
持
を
は
か
る
た

め
、
基
本
栽
培
技
術
の
励
行
を
指
導
徹

底
し
ま
す
。
特
に
、
温
州
み
か
ん
は
正

品
率
・
反
収
の
向
上
対
策
、
キ
ウ
イ
は

病
害
対
策
徹
底
等
に
よ
り
生
産
基
盤
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
は
適
地
適
作
に
よ
る
推
進

拡
大
と
品
格
統
一
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

市
場
流
通
を
基
本
と
し
た
卸
売
会
社

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
県
行
政
と
連
携
し
た
輸
出
事
業
や

加
工
需
要
な
ど
積
極
的
な
企
画
販
売
の

取
り
組
み
を
展
開
し
販
売
力
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

③�　

果
実
の
消
費
拡
大
・
購
入
促
進
を
は

か
る
た
め
、
企
画
型
販
促
等
の
店
頭
試

食
宣
伝
販
売
の
充
実
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
に
よ
る
果
実
の
情
報
発
信
に
よ
り

消
費
者
に
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み

ま
す
。

④�　
「
愛
媛
チ
ー
ム
」
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
対
応
し

た
販
売
強
化
の
た
め
、
広
域
選
果
事
業

の
モ
デ
ル
化
に
よ
る
生
産
・
販
売
・
流

通
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
は
か
る

と
と
も
に
買
付
け
を
含
め
た
販
売
提
案

と
重
点
野
菜
及
び
加
工
業
務
需
要
に
対

応
し
た
産
地
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑤�　

消
費
拡
大
及
び
愛
媛
野
菜
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
に
向
け
、
対
面
型
消
費
宣
伝
活

動
の
強
化
と
「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
と

連
携
し
た
情
報
発
信
、
消
費
者
へ
の
効

果
的
な
産
地
ア
ピ
ー
ル
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑥�　

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
規
ア
イ

テ
ム
の
提
案
な
ど
企
画
販
売
の
拡
充
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
業
務
需
要
に

対
応
し
た
加
工
仕
向
け
の
拡
大
や
リ

パ
ッ
ク
機
能
を
活
用
し
た
付
加
価
値
の

高
い
商
品
提
案
に
よ
り
多
角
的
な
販
売

力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

畜
　
産
　
部

①�　

事
業
競
争
力
強
化
を
は
か
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
・
Ｊ
Ａ

え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
と
の
連
携
を

深
め
、
肉
牛
で
は
ブ
ラ
ン
ド
牛
生
産
基

盤
の
拡
大
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
肉

用
牛
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｓ
事

業
（
キ
ャ
ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
展
開
し
、
和
牛
素
牛

生
産
増
頭
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
肉
豚
で
は
多
産
系
ハ
イ
コ
ー

プ
豚
の
導
入
を
す
す
め
、
多
産
に
対
応

し
た
飼
養
管
理
技
術
の
普
及
に
つ
と
め

る
な
ど
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

②�　

畜
産
振
興
対
策
課
を
設
置
し
、
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
行
政
対
応
の
支

援
、
ま
た
、
県
内
の
休
閑
施
設
利
用
や

畜
舎
増
改
築
、
規
模
拡
大
な
ど
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

③�　

肉
豚
１
９
５
千
頭
、
肉
牛
３
・
３
千

頭
の
取
り
扱
い
を
目
標
に
、
系
統
ブ
ラ

ン
ド
の
安
定
生
産
と
品
質
の
向
上
に
つ

と
め
、大
手
量
販
店
・
料
飲
店
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
販
売
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

系
統
ブ
ラ
ン
ド
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
認
知
度
向

上
と
消
費
拡
大
に
向
け
、
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
・
販
売
先
・
行
政
と
連
携
し
、
消
費

宣
伝
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
直

営
店
舗
運
営
に
よ
る
消
費
者
へ
の
直
接

訴
求
、
地
産
地
消
の
啓
蒙
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

生
産
資
材
部

①�　

物
財
費
の
削
減
、
労
働
費
の
低
減
、

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
低
減
に
取
り
組
み
、
低
コ
ス
ト
・
省

力
化
に
繫
が
る
肥
料
農
薬
・
農
機
・
施

設
園
芸
資
材
・
包
装
資
材
の
開
発
・
普

及
に
つ
と
め
、
農
業
者
の
所
得
増
大
を

め
ざ
し
ま
す
。

②�　

肥
料
農
薬
事
業
に
お
い
て
は
、
予
約

結
集
と
購
買
店
舗
の
活
性
化
に
よ
る
農

家
対
応
力
の
向
上
を
は
か
り
、
土
壌
診

断
や
的
確
な
施
肥
防
除
技
術
に
も
と
づ

く
企
画
提
案
と
、
市
場
価
格
調
査
を
踏

ま
え
た
弾
力
的
な
価
格
設
定
に
取
り
組
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み
ま
す
。

③�　
Ｊ
Ａ
物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に

つ
と
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
低

コ
ス
ト
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

関
係
組
織
と
の
連
携
を
は
か
り
総
合
的

な
物
流
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

④�　

園
芸
資
材
事
業
に
お
い
て
は
、
ハ
ウ

ス
被
覆
資
材
の
予
約
推
進
と
低
コ
ス
ト

資
材
の
供
給
、
お
よ
び
省
力
化
技
術
の

普
及
に
つ
と
め
、
施
設
園
芸
の
振
興
を

め
ざ
し
ま
す
。

⑤�　

農
機
事
業
に
お
い
て
は
、
新
品
事
業

と
部
品
・
中
古
・
修
理
整
備
事
業
の
バ

ラ
ン
ス
を
は
か
り
、
効
率
的
な
事
業
運

営
体
質
の
強
化
に
つ
と
め
、
Ｊ
Ａ
農
機

事
業
の
黒
字
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

部
品
事
業
は
、
西
日
本
部
品
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
強
化
と
業
務
の
改
善
に
つ
と

め
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
化

の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥�　

段
ボ
ー
ル
事
業
に
お
い
て
は
、
系
統

結
集
に
よ
る
原
紙
仕
入
れ
等
購
買
力
の

発
揮
と
「
全
農
唯
一
の
工
場
」
の
優
位

性
を
活
か
し
、
競
争
力
強
化
と
安
定
供

給
に
つ
と
め
ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で

高
品
質
な
段
ボ
ー
ル
供
給
と
、
副
資
材

の
低
コ
ス
ト
生
産
・
供
給
体
制
の
確
立

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
　
活
　
部

①�　
「
新
た
な
Ｊ
Ａ
生
活
事
業
の
実
践
運

動
」
を
通
じ
、
地
域
・
組
合
員
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
Ｊ
Ａ
生
活
事
業
の
活
性
化
を

す
す
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
店
舗
の
維
持

と
Ｊ
Ａ
生
活
店
舗
の
収
支
改
善
に
つ
と

め
ま
す
。

②�　

県
内
産
農
畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
農
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
産
農
畜

産
物
を
主
原
料
と
し
た
「
エ
ー
コ
ー
プ

マ
ー
ク
品
」
や
「
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」

の
取
扱
い
拡
大
を
は
か
り
、
国
産
農
畜

産
物
の
安
全
・
安
心
を
消
費
者
に
お
届

け
し
ま
す
。

③�　

ネ
ッ
ト
販
売
・
通
販
チ
ャ
ネ
ル
を
活

用
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
の
拡
大
に
つ
と
め
ま
す
。

④�　

協
議
会
活
動
を
通
じ
、
葬
祭
関
連
用

品
の
取
扱
い
拡
大
と
葬
祭
事
業
の
運
営

改
善
・
施
行
レ
ベ
ル
向
上
の
取
り
組
み

等
、
協
同
活
動
の
実
践
強
化
に
取
り
組

み
、
Ｊ
Ａ
葬
祭
事
業
の
体
制
強
化
を
は

か
り
ま
す
。

⑤�　

県
内
産
農
畜
産
物
販
売
拠
点
と
し

て
、
直
売
所
に
コ
ン
ビ
ニ
を
併
設
し
た

一
体
型
店
舗
運
営
に
取
り
組
み
、
地
産

地
消
の
取
り
組
み
と
地
域
消
費
者
の
利

便
性
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

⑥�　

施
設
農
住
事
業
に
お
い
て
は
、
施
主

代
行
方
式
に
よ
る
事
業
強
化
と
拡
充
に

取
り
組
み
ま
す
。
施
設
事
業
は
関
係
部

署
と
の
連
携
を
は
か
り
、
既
存
施
設
へ

の
診
断
・
提
案
活
動
の
強
化
を
行
い
、

事
業
領
域
の
拡
大
に
つ
と
め
ま
す
。
住

宅
事
業
は
情
報
収
集
機
能
の
強
化
を
は

か
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
柱
に
事
業

量
の
安
定
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

管
　
理
　
部

①�　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
浸
透
・

定
着
と
従
来
の
４
大
リ
ス
ク
（
食
品
表

示
管
理
、
現
金
管
理
、
在
庫
管
理
、
債

権
管
理
）
に
加
え
、
強
化
す
る
リ
ス
ク

項
目
（
労
働
災
害
、
法
令
違
反
、
交
通

事
故
・
交
通
違
反
、
情
報
管
理
）
を
重

点
と
し
た
リ
ス
ク
管
理
に
取
り
組
み
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
維
持
・
強

化
を
は
か
り
ま
す
。

②�　

事
業
部
と
の
事
業
検
討
会
等
を
通
じ

て
、
収
支
管
理
・
投
資
管
理
・
要
員
管

理
を
強
化
し
、
事
業
計
画
の
達
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社

管
理
を
継
続
し
、
健
全
経
営
の
確
立
に

向
け
た
指
導
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　
Ｊ
Ａ
意
見
交
換
会
や
Ｊ
Ａ
巡
回
等
を

通
じ
て
、
会
員
の
意
思
を
事
業
運
営
に

取
り
入
れ
、
満
足
度
向
上
を
は
か
り
ま

す
。

④�　

事
業
開
発
課
を
設
置
し
、
第
36
回
Ｊ

Ａ
愛
媛
県
大
会
で
決
議
さ
れ
た
最
重
点

改
革
目
標
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」
に
向
け
た
新
規
事
業

を
開
発
・
展
開
し
ま
す
。

⑤�　

広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

は
か
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
低
コ

ス
ト
供
給
体
制
を
構
築
し
、
総
合
物
流

の
さ
ら
な
る
整
備
・
実
践
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑥�　

各
事
業
部
門
に
お
け
る
事
業
施
策
の

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
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実
現
に
向
け
、
営
業
力
・
企
画
力
向
上

の
た
め
の
人
材
育
成
と
要
員
の
適
正
配

置
を
は
か
り
ま
す
。

⑦�　

Ｊ
Ａ
・
組
合
員
に
対
し
県
本
部
グ

ル
ー
プ
事
業
へ
の
理
解
向
上
と
、
広
く

消
費
者
に
対
し
県
産
農
畜
産
物
の
消
費

拡
大
に
向
け
た
情
報
提
供
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

取
扱
高
計
画

　

高
齢
化
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化

お
よ
び
生
産
資
材
や
生
活
関
連
品
の
需
要

停
滞
の
状
況
は
あ
る
も
の
の
、「
農
業
者

所
得
増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
の
展
開
に

よ
り
、
生
産
基
盤
の
維
持
、
産
地
育
成
の

取
り
組
み
や
多
元
的
販
売
の
体
制
強
化
を

は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
取
扱
高
（
総
供
給

販
売
高
）
は
、
28
年
度
９
６
６
億
円
、
29

年
度
９
７
４
億
円
、
30
年
度
９
６
３
億
円

を
見
込
み
ま
す
。

収
支
計
画

　

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、
①
「
農
業
者

所
得
増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
の
展
開
に

よ
る
Ｊ
Ａ
・
農
業
者
へ
の
支
援
対
策
や
県

域
機
能
の
強
化
、
②
「
愛
媛
チ
ー
ム
」
力

を
発
揮
し
た
県
域
販
売
体
制
の
強
化
、
③

新
技
術
普
及
等
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
に
繫

が
る
資
材
の
提
案
、
④
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
の

構
築
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
、
⑤
生

活
関
連
品
の
普
及
拡
大
や
新
た
な
農
畜
産

物
販
売
店
舗
運
営
な
ど
の
事
業
展
開
を
は

か
り
、
当
期
利
益
は
28
年
度
54
百
万
円
、

29
年
度
は
50
百
万
円
、
30
年
度
76
百
万
円

の
計
画
と
し
ま
す
。

投
資
計
画

　

生
産
基
盤
維
持
を
目
的
と
し
た
事
業
施

設
・
農
作
業
支
援
法
人
等
に
対
す
る
設
備

投
資
お
よ
び
出
資
を
計
画
し
ま
す
。ま
た
、

事
業
所
の
設
備
更
新
や
施
設
老
朽
化
対

策
、
消
費
電
力
削
減
の
た
め
の
設
備
投
資

お
よ
び
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
の
情
報
シ

ス
テ
ム
開
発
を
計
画
し
ま
す
。

要
員
計
画

　

事
業
環
境
に
対
応
し
た
適
正
な
要
員
体

制
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
会
内
要
員
は
28

年
度
期
首
の
１
８
７
名
か
ら
4
名
増
加

し
、
30
年
度
末
で
１
９
１
名
と
し
ま
す
。

経
営
計
画

表２　愛媛県本部　３か年（28～30年度）取扱高（総供給販売高）計画
（単位：億円）

年度
事業名 27年度計画 28年度計画 29年度計画 30年度計画

営 農 食 糧 事 業 30 32 34 34

園 芸 事 業 438 450 457 447

畜 産 事 業 202 213 213 213

生 産 資 材 事 業 178 132 129 130

生 活 関 連 事 業 111 139 142 140

合 計 959 966 974 963

表３　グループ会社　３か年（28～30年度）売上高計画
（単位：百万円）

会 社 名 27年度計画 28年度計画 29年度計画 30年度計画

㈱ え ひ め 飲 料 23,377 23,170 23,170 23,170

ＪＡえひめアイパックス㈱ 4,084 3,917 4,054 4,064

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱ 3,484 3,518 3,506 3,515

㈱ ひ め ラ イ ス 4,086 4,095 4,198 4,302

ＪＡえひめエネルギー㈱ 2,589 2,794 2,766 2,737

㈱ え ひ め フ ー ズ 798 785 789 810

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 7,070 6,865 7,022 7,065

合 計 45,488 45,144 45,505 45,663
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氏　　名 新　任　部　署 旧　任　部　署

関岡　光昭 （審議）副本部長
	 　営農食糧・園芸・畜産・生産資材担当

（審議）副本部長
	 　食糧・営農販売・畜産・生産資材担当

中原　一憲 （監）営農食糧部長 （監）食糧部長
渡部　和光 （監）園芸部長 （監）営農販売部長

森田　久敏 （審）総務課長
（審）食糧生産課長
	 種子センター所長　事務取扱
	 酒米センター所長　事務取扱

塩㟢　洋章 （審）事業開発課長 （審）本所	燃料部	四国石油事業所
	 愛媛推進課長

平岡　正行 （審）営農支援課長
	 担い手サポートセンター長　事務取扱 （審）営農振興課長

池田　益夫
（審）食糧生産課長
	 種子センター所長　事務取扱
	 酒米センター所長　事務取扱

（審）肥料農薬課長

松本　亮治 （副審）直販課長 （副審）果実課
	 　（課長事故代行者）

重松　秀樹 （審）東京事業所長 （審）直販課長

石丸　保博 （審）畜産振興対策課長 （副審）畜産生産課
	 　（課長事故代行者）

長尾　充博 （審）肥料農薬課長 （副審）肥料農薬課
	 　（課長事故代行者）

大西　弘之
（審）肥料農薬課
	 関西運送株式会社
	 中予地区肥料農薬物流センター　駐在

（審）肥料農薬課
	 ＪＡえひめ物流株式会社
	 中予地区駐在所　駐在

矢野　貴之
（審）段ボール工場製造課長
	 	本所　営農・技術センター　生産資材研

究室　段ボール愛媛分室室長　兼務
（審）段ボール工場製造課長

得能　祐治 （審）生活資材課長 （審）総務課長

㟢山　一誠
（審）本所	燃料部	四国石油事業所
	 愛媛推進課長
	 松山東ＳＳ所長　事務取扱

（審）生活資材課長

達川　青児 （監）本所	グループ会社統括部
	 グループ会社監査課 （監）株式会社ひめライス　出向

吉村　公一 （審）本所	燃料部	燃料システム課 （審）本所	燃料部	四国石油事業所
	 業務企画課

佐尾　英二 （審）株式会社ひめライス出向 （審）食糧生産課
	 （課長事故代行者）

宇都宮義人 （審）ＪＡえひめエネルギー株式会社　出向 （審）本所	燃料部	四国石油事業所
	 愛媛推進課

井関　一男 （審）愛媛県農業協同組合中央会　出向 （審）企画課　事業改革専任課長
【表の見方】職能資格呼称等は略称表記しています。
（参事）＝参事役、（審議）＝審議役、（監）＝監理役、（審）＝審査役、（副審）＝副審査役

人事異動（平成28年４月１日付）※課長・審査役以上

平成28年度機構改革等について
　ＪＡ全農えひめは、４月１日付けで平成28年度の機構改革を実施しました。
　農業生産基盤の維持・拡大と水田フル活用への支援を強化するため、食糧部を営農食糧部に改称
するとともに、営農販売部営農振興課を営農支援課に改称して営農食糧部へ移管しました。担い手
の育成・支援に対応するため、営農支援課の事業所として担い手サポートセンターを設置しました。
営農販売部は園芸部に改称しました。企画販売強化に向け、東京・大阪事業所を３課（果実課・野
菜花卉課・直販課）の共通所管としました。
　管理部に事業開発課を新設し、ＪＡグループ自己改革で明確化した事業戦略の新規事業開発や総
合物流改革を推進します。また、県内畜産基盤の再構築とＴＰＰに対する農家の経営体質強化に向
けて、畜産部に畜産振興対策課を新設しました。
　ＪＡグリーンえひめは生活資材課の所管とし、ＪＡ全農えひめとグループ会社の農畜産物・商品
の販売拠点として、農産物直売所とコンビニエンスストアの一体型店舗に転換して、「ファミリー
マート・全農ふれっしゅ広場」に名称変更しました。同店内の精肉部門は、畜産販売課の事業所「全
農のお肉屋さん」として直営化し、ＪＡ全農えひめブランドの伊予牛「絹の味」と「ふれ愛・媛ポー
ク」、愛媛県ブランド牛「愛媛あかね和牛」などの直売・情報発信拠点として機能を強化します。
　種豚生産業務の集約に伴い、広見種豚増殖センターを廃止しました。
　施設農住課は、ＪＡの事業推進体制が生活事業と重複する場合が多いことから、一級建築士事務
所とともに生活部に移管。なお、園芸資材事業は、事業推進の共通性から、肥料農薬課へ移管しました。
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全農愛媛県本部　2016年度（平成28年度）　機構図＆ライン管理職等配置
平成28年４月１日現在（６部18課14事業所）

種子センター
酒米センター

菌床センター

肉用牛センター

ＪＡ東予物流センター
ＪＡ南予物流センター

ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場

一級建築士事務所

段ボール愛媛分室

（課）

管　　理　　部
部長：高井　雄二

営 農 食 糧 部
部長：中原　一憲

園　　芸　　部
部長：渡部　和光

畜　　産　　部
部長：嶋田　浩志

生　　活　　部
部長：宇都宮　誠

事業所長：房本　雄三
四国石油事業所 愛 媛 推 進 課

課長：﨑山　一誠

生 産 資 材 部
部長：石川　忠司
次長・段ボール工場長
　　：兵頭　英治

（事業所）（部）

営農・技術センター 生産資材研究室

食 糧 生 産 課
課長：池田　益夫

担い手サポートセンター営 農 支 援 課
課長：平岡　正行

総　　務　　課
課長：森田　久敏
専任課長：岡田　浩人

事 業 開 発 課
課長：塩﨑　洋章

企　　画　　課
課長：川﨑　広範
専任課長：松浦　勇人

野 菜 花 卉 課
課長：堀岡　茂

畜 産 生 産 課
課長：井上　寛

畜 産 販 売 課
課長：玉井　純

畜産振興対策課
課長：石丸　保博

肥 料 農 薬 課
課長：長尾　充博

農　　機　　課
課長：中山　祐二

生 活 資 材 課
課長：得能　祐治

施 設 農 住 課
課長：和泉　修
専任課長：加藤　元義

課長：矢野　貴之
専任課長：橋本　愼吾

直　　販　　課
課長：松本　亮治

コンプライアンス推進課
課長：澤田　浩二

全農のお肉屋さん
南予販売センター

開発センター

東京事業所
大阪事業所

果　　実　　課

課長：武田　孝二

段ボール工場販売課

段ボール工場製造課

課長：室賀　敬二

県本部グループ会社
㈱えひめ飲料

ＪＡえひめアイパックス㈱
ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

㈱ひめライス
ＪＡえひめエネルギー㈱
㈱えひめフーズ
ＪＡえひめ物流㈱

全国本部グループ会社
㈱Ａコープ西日本

ＪＡ西日本くみあい飼料㈱

県
本
部
運
営
委
員
会

監

　事

　会

総
代
会
（
総
会
）

経
営
管
理
委
員
会

理

　
　事

　
　会

副
本
部
長

　関
岡

　光
昭

副
本
部
長

　竹
村

　靖

県
本
部
長

　小
越

　愼
介

副
会
長

　戸
田

　耕
二

会

　長

　岡
本

　健
治 
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、
今
年
も
４
月
１
日
か

ら
、『
え
ひ
め
み
か
ん
・

い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・
お

す
。
今
年
度
は
計
35
万
ケ
ー
ス
を
目
標
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
今
年
度
の
変
更
点

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
え
ひ
め
の
柑
橘

と
国
産
に
ん
じ
ん
」
を
加
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
商
品
に
「
愛
媛
産
に
は
愛
が

あ
る
」
の
ロ
ゴ
を
入
れ
た
ほ
か
、「
え
ひ

め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
」
の
ラ

ベ
ル
に
は
、
愛
媛
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
き
ゃ
ん
」
の
イ
ラ
ス

ト
を
入
れ
て
愛
媛
産
飲
料
を
前
面
に
打
ち

出
し
ま
し
た
。

【
商
品
特
徴
】

①　

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス

　

愛
媛
産
の
温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の
果

汁
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
飲
み
や
す
く
、
体

に
や
さ
し
い
果
汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で

す
。

　

１
ℓ
ペ
ッ
ト
と
２
５
０
ｇ
缶
が
あ
り
ま

す
。

②　

え
ひ
め
つ
ぶ
み
か
ん
・
い
よ
か
ん

ジ
ュ
ー
ス

　

愛
媛
産
の
温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の

果
汁
に
み
か
ん
の
果
粒
（
つ
ぶ
つ
ぶ
）

を
加
え
た
、
飲
む
果
物
感
覚
の
果
実
分

１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

茶
等
愛
用
運
動
』（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

農
畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本
部
・
県
内
各

Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
主
催
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
内

産
主
要
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
に
よ
り
、
地
域

農
業
の
振
興
と
と
も

に
、
良
質
で
安
全
な
県

産
品
の
愛
用
を
進
め
県

民
の
健
康
増
進
を
め
ざ

す
「
愛
媛
県
産
農
畜
産

物
加
工
品
消
費
拡
大
運

動
方
針
」
を
受
け
て
毎

年
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
す
。

　

ジ
ュ
ー
ス
の
愛
用
運

動
は
８
月
末
ま
で
、
お

茶
は
12
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
と
な
っ
て
い
ま

③　

愛
媛
の
味
わ
い
柑
橘
１
０
０

　

愛
媛
県
産
の
不
知
火
・
い
よ
か
ん
、
そ

の
他
ブ
レ
ン
ド
し
た
爽
や
か
な
味
わ
い
の

ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

④　

え
ひ
め
の
柑
橘
と
国
産
に
ん
じ
ん

　

人
参
の
甘
さ
が
生
き
た
愛
媛
県
産
の
柑

橘
と
国
産
人
参
の
や
さ
し
い
味
わ
い
で
す
。

⑤　

愛
媛
の
不
知
火
50

　

愛
媛
県
産
「
不
知
火
」
を
使
用
し
た
果

汁
50
％
飲
料
。
濃
厚
な
甘
味
と
ほ
ど
よ
い

酸
味
が
特
徴
で
す
。１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

⑥　

愛
媛
の
特
煎
茶

　

愛
媛
県
産
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
し
、

心
地
よ
い
苦
味
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
後
味
の

緑
茶
で
す
。
食
後
や
ス
ポ
ー
ツ
の
後
、
焼

酎
等
の
緑
茶
割
り
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

　

い
ず
れ
の
商
品
も
、
例
年
と
同
様
に
数

量
限
定
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
運
動
期

間
中
で
も
品
切
れ
の
際
に
は
販
売
を
終
了

し
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
注
文
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

毎
年
県
産
品
と
し
て
県
内
外
へ
の
贈
答

品
と
し
て
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
年
も
贈

答
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
宅
配
も
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生活
資材課

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・

お
茶
等
消
費
拡
大
・
愛
用
運
動
を
展
開
�

平成28年度「えひめみかん・いよかんジュース・お茶等愛用運動」価格表
（単位：円）

品　　名 規　　格
推進
価格
（税抜）

消費
税

税込
価格

えひめみかん・いよかん
ジュース

ケース
（1ℓ×８本） 1,926 154 2,080 

えひめつぶみかん・
いよかんジュース

ケース
（1ℓ×８本） 2,759 221 2,980 

みかん・いよかん
ジュース（缶）

ケース
（250ｇ×30本） 2,241 179 2,420 

愛媛の味わい柑橘100 ケース
（1ℓ×８本） 1,963 157 2,120 

愛媛の不知火50 ケース
（1ℓ×６本） 2,000 160 2,160 

えひめの柑橘と
国産にんじん

ケース
（1ℓ×８本） 2,380 190 2,570 

愛媛の特煎茶 ケース
（500㎖×24本） 2,380 190 2,570 
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15

生
産
費
統
計
は
、
米
の
生
産
コ
ス

ト
を
明
ら
か
に
し
て
生
産
コ
ス
ト

低
減
対
策
、
生
産
対
策
、
経
営
改
善
対
策

等
の
資
料
を
整
備
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

米
の
生
産
の
た
め
に
要
し
た
費
用
の
合

計
か
ら
副
産
物
で
あ
る
稲
わ
ら
、
く
ず
米

の
価
額
を
控
除
し
た
生
産
費
に
、「
支
払

利
子
」
と
「
支
払
地
代
」
を
加
え
、
さ
ら

に
擬
制
的
に
計
算
し
た「
自
己
資
本
利
子
」

と
「
自
作
地
地
代
」
を
加
え
た
額
を
資
本

利
子
・
地
代
全
額
算
入
生
産
費
（
以
下
「
全

算
入
生
産
費
」
と
い
う
。）
と
い
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
中
国
四
国
地
域
の
米
の
生
産

費
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　　　　

平
成
26
年
産
米
の
10
ａ
当
た
り
全
算
入

生
産
費
は
15
万
９
、２
０
８
円
で
、
前
年

１
０
０
と
し
た
指
標
で
み
る
と
、
中
国
四

国
地
域
は
す
べ
て
の
費
目
で
上
回
っ
て
お

り
、
特
に
農
機
具
費
や
建
物
費
、
労
働
費

は
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

（
図
３
）。
こ
れ
は
、
中
国
四
国
地
域
の
大

半
が
中
山
間
地
域
に
属
し
、
作
付
規
模
が

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
作
業
効
率
が
悪
く
な

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

農
林
水
産
省
で
は
、
米
政
策
改
革
の
着

実
な
推
進
と
し
て
、
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
推
進
す
る
た
め
、
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
に
よ
る
支
援
、
中
食
・
外
食
等

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
と
播
種
前
契

約
、
複
数
年
契
約
等
に
よ
る
安
定
取
引
の

一
層
の
推
進
、
県
産
別
、
品
種
別
等
の
き

め
細
か
い
需
給
・
価
格
情
報
、
販
売
進
捗
・

在
庫
情
報
の
提
供
等
の
環
境
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
水
田
農
業
の

生
産
性
を
高
め
、
競
争
力
を
強
化
し
て
い

く
た
め
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局　

統
計
チ
ー
ム

産
に
比
べ
て
０
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
機
具
費
、
労
働
費
が
減
少
し

た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
作
付
規
模
別
に
み
る
と
、
作
付

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
全
算
入
生
産
費
は
少

な
い
傾
向
に
あ
り
、
規
模
拡
大
に
よ
る
費

用
対
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

　　　　

費
用
合
計
は
14
万
２
、９
２
１
円
で
、
う

ち
物
財
費
が
９
万
５
、２
５
０
円
、
労
働
費

が
４
万
７
、６
７
１
円
で
し
た
。
主
要
費
目

の
構
成
割
合
を
み
る
と
、
農
機
具
費
の
占

め
る
割
合
が
24
・
１
％
（
３
万
４
、４
５
６

円
）
で
最
も
高
く
、
次
い
で
賃
借
料
及
び

料
金
９
・６
％
（
１
万
３
、６
６
２
円
）、
肥

料
費
６
・９
％
（
９
、９
０
１
円
）、
農
業
薬

剤
費
６
・
２
％
（
８
、８
９
０
円
）
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
４
費
目
で
費
用
合
計

の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
主
要
費
目
を
全
国
平
均
を

生産コスト削減で足腰の強い農業に
－ 平成26年産米生産費統計の結果から －

10
ａ
当
た
り
全
算
入
生
産
費

は
０
・
７
％
減
少

米

図３　10ａ当たり主要費目の比較（全国＝100）
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図２　10ａ当たり主要費目の構成割合（中国四国）
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前
回
、
好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
る
と
書
い

た
が
、
そ
の
好
き
な
こ
と
は
、
自
分
が
愉
し

む
と
同
時
に
誰
か
が
共
感
し
て
楽
し
ん
で
く

れ
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
。
私
の
好
き
な

こ
と
は
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
て
い
て
嬉

し
く
思
っ
て
い
る
。
浪
曲
の
虎と

ら

造ぞ
う

節
保
存
会

の
活
動
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

【
浪
曲
と
は
】
浪
曲
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
つ
い

た
語
り
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
で
も
浪
曲

だ
け
と
い
う
大
変
に
貴
重
な
芸
能
で
、
明
治

末
か
ら
昭
和
の
十
年
代
を
頂
点
に
、
お
よ
そ

百
五
十
年
間
、
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
五
十
年
間
は
芸
能
の
頂
点
に
あ

り
、
片
田
舎
の
町
に
も
浪
曲
を
演
じ
る
小
屋

が
あ
り
、
蓄
音
器
が
登
場
し
て
か
ら
は
一
般

家
庭
で
も
家
族
の
誰
か
が
熱
狂
的
愛
好
者
と

な
っ
た
。
私
の
生
家
は
農
家
で
、
父
親
が
浪

曲
好
き
だ
っ
た
。
父
は
農
作
業
の
合
間
に
煙

草
を
吸
う
た
め
に
家
に
戻
る
と
、「
お
い
、

や
っ
て
く
れ
」
と
蓄
音
器
を
指
さ
す
。
私
は

ま
ず
広ひ

ろ

沢さ
わ

虎と
ら

造ぞ
う

を
か
け
る
。
私
自
身
も
一
番

好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
。
何
度
も
蓄
音
器
を
廻

し
て
い
る
う
ち
自
然
と
覚
え
た
。
残
念
な
が

ら
、
今
の
若
者
は
浪
曲
と
い
う
も
の
を
知
ら

な
い
。「
馬
鹿
は
死
な
な
き
ゃ
治
ら
な
い
」「
寿

司
食
い
ね
え
」
の
台
詞
は
知
っ
て
い
て
も
、

広
沢
虎
造
を
知
ら
な
い
。

【
第
二
代
広
沢
虎
造
】
浪
曲
師
の
中
で
も
良

く
知
ら
れ
た
名
人
は
、
や
は
り
な
ん
と
言
っ

て
も
第
二
代
広
沢
虎
造
で
あ
る
。
虎
造
が
ラ

ジ
オ
出
演
す
る
時
は
、
銭
湯
の
男
湯
が
空
に

な
っ
た
と
か
。
昭
和
二
十
七
年
の
芸
能
人
の

人
気
投
票
で
、
美
空
ひ
ば
り
を
抑
え
て
一
位

に
な
っ
た
と
い
う
記
事
も
残
さ
れ
て
い
る
。

浪
曲
は
、
敵か

た
き

討う

ち
の
物
語
が
多
い
と
い
う
理

由
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
演
前
に
は
英
訳
さ
れ
た

台
本
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
り
、
浪
曲
の
小

屋
が
戦
災
で
壊
滅
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
災

い
し
て
戦
後
は
す
っ
か
り
下
火
に
な
っ
た
。

虎
造
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
六
十
五
歳
で
脳

梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
名
調
子
を
記

憶
に
と
ど
め
懐
か
し
む
の
は
七
十
五
歳
以
上

の
方
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
、
時
折
口
ず
さ
む

程
度
だ
っ
た
が
、没
後
五
十
年
と
な
る
頃
に
、

虎
造
節
の
後
継
者
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。

と
に
か
く
こ
の
五
十
年
、
虎
造
節
を
ラ
ジ
オ

で
も
テ
レ
ビ
で
も
聴
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。

調
べ
て
み
る
と
虎
造
の
没
後
、
急
遽
三
代
目

が
誕
生
し
た
も
の
の
、
声
質
と
節
が
違
う
た

め
に
、
何
処
で
公
演
し
て
も
「
偽に

せ

者も
の

、
帰
れ
」

と
言
わ
れ
、
不
幸
な
う
ち
に
没
し
た
と
の
こ

と
。
後
継
者
も
無
く
、
ま
し
て
や
保
存
会
も

馬
鹿
は
死
な
な
き
ゃ

治
ら
な
い

KEN　YAGI八木 健
俳人。伊予郡砥部町在住。1940（昭和15）年２月19日、静
岡県吉田町生まれ。静岡県立榛原高校、日本大学芸術学部放送
学科卒業後、NHKアナウンサーとして40年間勤務する。俳句
との出会いは松山放送局時代。NHK「BS俳句王国」（1991〜）
では企画立案から加わり10年間司会を務める。NHKを定年退
職後に本格的な俳句の道へ進む。
現在は、滑稽俳句協会 会長、月刊誌「俳壇」滑稽俳壇 選者、
日本農業新聞 俳壇＆川柳 選者、愛媛CATV「八木健のCATV
俳句」「川柳天国」主宰、俳句美術館 館長、愚陀佛庵「松風会」
主宰、国重要文化財 萬水荘 館長、浪曲 虎造節保存会 創立名誉
会長、日露音楽文化サークル「ベリョーザ」会長、国際俳句交
流協会 会員等、多忙を極める。

■滑稽俳句協会　http://www.kokkeihaikukyoukai.net
■俳句美術館　　http://www.haikubijutsukan.com
■虎造節保存会　 http://www.kokkeihaikukyoukai.net/

torazou
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な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
浪
曲
文
化
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
話

芸
の
至
宝
と
言
わ
れ
た
虎
造
の
芸
が
消
滅
し

て
し
ま
う
と
危
惧
し
、
虎
造
の
芸
を
顕
彰
し

語
り
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
七
年
前
に
始
め

た
。

【
虎
造
節
保
存
会
】「
保
存
会
を
作
ら
な
け
れ

ば
」
と
私
が
思
っ
た
の
は
、
広
沢
虎
造
が
特

別
な
浪
曲
師
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
虎
造
の

芸
は
、
語
り
芸
の
最
高
峰
な
の
で
あ
る
。
誰

に
も
真
似
の
出
来
な
い
「
芸
」
は
、
後
世
に

伝
え
て
残
す
価
値
の
あ
る
文
化
財
で
あ
る
と

考
え
た
。
虎
造
の
演
じ
る
「
石
松
三
十
石
船

道
中
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
養

成
に
使
わ
れ
て
い
る
。
虎
造
節
の
魅
力
と
難

し
さ
は
「
唸う

な

っ
て
み
て
初
め
て
わ
か
る
」
の

で
あ
る
。
保
存
会
を
作
っ
て
虎
造
節
を
研
究

し
よ
う
。
私
は
日
本
浪
曲
協
会
や
虎
造
の
ご

遺
族
に
も
相
談
し
た
が
、
保
存
会
設
立
に
は

否
定
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
浪
曲
の
小

屋
「
木も

く

馬ば

亭て
い

」
が
あ
る
東
京
の
浅
草
に
通
い
、

曲き
ょ
く

師し

に
頼
み
込
ん
で
、
虎
造
節
の
カ
ラ
オ
ケ

を
つ
く
り
演
者
を
増
や
す
こ
と
を
始
め
た
。

会
を
設
立
し
て
以
来
、
毎
年
、
木
馬
亭
で
全

国
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
全
国
大
会
で
日
本

一
に
な
っ
た
浪
曲
師
で
名
人
大
会
を
開
き
、

保
存
会
本
部
の
あ
る
愛
媛
で
発
表
会
を
開
く

な
ど
し
て
い
る
。
全
国
大
会
は
今
年
、
五
月

二
十
八
日
東
京
・
木
馬
亭
で
、
愛
媛
公
演
は

七
月
三
十
一
日
、
名
演
会
は
十
月
一
日
に
松

山
市
の
国
重
要
文
化
財
・
萬
翠
荘
で
開
催
す

る
。

【
完
全
台
本
の
作
成
】
虎
造
節
保
存
会
で
は
、

全
国
大
会
や
公
演
会
の
他
に
、
虎
造
の
口こ

う

演え
ん

し
た
演
目
を
聴
き
起
し
て
、
台
本
を
作
成
し

て
い
る
。
演
じ
る
際
に
台
詞
に
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
後
世
に
正
確
に
語

り
継
ぐ
た
め
に
誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

作
業
で
あ
る
。一
曲
が
二
十
五
分
ほ
ど
だ
が
、

聴
き
起
し
に
は
二
十
時
間
ほ
ど
か
か
る
。
虎

造
の
演
目
は
百
種
類
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
既
に
四
十
演
目
ほ
ど
を
完
成
さ

せ
て
い
る
。

【
話
術
を
楽
し
む
】
広
沢
虎
造
は
、
声
を
出

す
の
に
喉
に
力
を
入
れ
た
り
張
り
上
げ
た
り

し
て
い
な
い
。
ご
く
自
然
な
発
声
を
し
て
い

る
。
こ
こ
が
他
の
浪
曲
師
と
決
定
的
に
違
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。
普
段
の
会
話
の
声
と
同
じ

な
の
で
あ
る
。「
腹
」
に
力
を
入
れ
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
胸
に
響
か
せ
る
。
体
に
共

鳴
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
良
い
声
」「
心

地
よ
い
声
」
の
秘
密
が
あ
る
。
も
う
一
つ
、

虎
造
の
大
き
な
特
徴
は
、
息
が
長
い
こ
と
で

あ
る
。
大
き
く
張
る
よ
う
な
無
理
な
発
声
を

し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
分
、
息
長
く
語
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
は
、抑
揚
と
間
で
、

強
調
す
べ
き
部
分
を
伝
え
る
。
そ
の
た
め
に

は
息
が
長
い
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
も
虎
造
節
を
唸
っ
て
み
て
分
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

▲

第
二
代
　
広
沢
虎
造

17



●「えひめ米品質向上推進大会」

愛媛県産米の品質向上と「にこまる」の特Ａ獲得に向けて！
　愛媛県米麦振興協会とＪＡ愛媛米麦生産者組
織協議会などは、３月３日、「えひめ米品質向
上推進大会」を開きました。
　大会には、県内の米生産の持続的発展に向け
た取り組みを奨励し、生産者をはじめ関係機関・
団体が一体となって需要に即した米づくりとえ
ひめ米の品質向上を図ることを目的に、毎年開
催しており、ＪＡや生産者・行政など関係者約
90人が出席しました。
 大会では、愛媛県産米のさらなる品質向上・
高品質生産につなげようと、ＪＡ全農えひめ食糧
生産課が「平成28年産米作付計画の基本的考え
方」を示すとともに、「にこまる」の特Ａ獲得に
向けた栽培法の説明や記念講演がありました。
 また、「平成27年度愛媛県良質米・麦作・大豆
共励会」表彰式が行われました。「コシヒカリ・
あきたこまち」部門に５農家、「ヒノヒカリ・
愛のゆめ・にこまる」部門に９農家の出品があ
り、最優秀賞（愛媛県知事賞）は、「農家の部
コシヒカリ・あきたこまち部門」の末光厚志さ
ん（ＪＡ松山市）が受賞しました。
　麦作共励会には７農家・４集団の出品があり、

「農家の部」で井上雅貴さん（ＪＡ西条）、集団
の部で農事組合法人福みのり組合（山内義雄代
表・ＪＡ周桑）が最優秀賞を受賞。井上さんは
27年度の全国麦作共励会で日本農業新聞会長賞、

農事組合法人福みの
り組合は同共励会中
国四国ブロック審査
会で全国米麦改良協
会会長賞を受賞して
います。
　その他の受賞者は
次の皆さん（敬称略・
カッコはＪＡ名・市
町名）。
◆良質米共励会【農家の部「コシヒカリ・あき
たこまち」部門】▽優秀賞＝石田一浩（ひがし
うわ）▽優良賞＝八束理恵（松山市）、宮内明
治（同）【農家の部「ヒノヒカリ・愛のゆめ・
にこまる」部門】▽優秀賞＝清水壯六（うま）、
高市成一（えひめ中央）▽優良賞＝河渕正敏（周
桑）、武田巍（同）、大西薫一（松山市）
◆麦作共励会【農家の部】▽優秀賞＝岡田義久

（周桑）、河野昌博（ひがしうわ）【集団の部】
▽優秀賞＝農事組合法人旦之上集団（山内一晃
代表・周桑）、郷内生産組合（岩元幸夫代表・
ひがしうわ）
◆大豆共励会【集団の部】▽最優秀賞＝農事組
合法人吉田（鈴鹿清重代表・周桑）▽優秀賞＝
農事組合法人妙口原生産組合（赤堀保代表・同）、
㈲エイ・コム・エス（髙橋正代表・同）

　ＪＡ全農えひめは、２月29日四国中央市内で、
ＪＡ女性営農職員の目線で営農活動を強化しよ
うと、「出向く女性営農職員研修会」を開きま
した。
　同研修会は、昨年に続き２回目。県内５ＪＡ
から女性のＴＡＣ（地域農業の担い手に出向く
ＪＡ担当者）や営農指導員など６人が参加しま
した。
　参加者は、サトイモのジャムや玄米ポン菓子
などの加工品づくりに取り組む鈴木綾子さん

（ＪＡうま管内）の報告を踏まえて、「地域特産

品を活かした加工品開
発」をテーマに、２班
に分かれて意見を出し
合い、企画を立案。「Ｊ
Ａの加工品を県内で集
約し、販売してはどう
か」「生果の消費量が
落ち込んでいる柿をド
ライフルーツやスイーツとして直売所や県外ア
ンテナショップで販売してはどうか」などと発
表しました。

●出向く女性営農職員研修会

女性目線で特産品を活かした加工品開発を

　ＪＡ愛媛果樹技術指導員会は、３月１日、松
山市のＪＡえひめ中央大会議室で、果樹技術研
修会を開きました。
　研修会には、県内ＪＡの果樹技術員のほか県・
果樹研究センター関係者などが出席。研修会に
先立ち、ＪＡ愛媛果樹技術指導員会名誉会長賞
の表彰が行われ、上田敏彦さん（ＪＡえひめ中
央）と村上和也さん（ＪＡおちいまばり）が表
彰されました。
　研修会では、27年産主要果樹の販売情勢や生

産総括、28年産の生産
対策及び病害虫の発
生情報などについて報
告・協議するとともに、
肥料農薬情勢や愛媛県
果樹振興計画案の骨
子、果樹関係予算等に
ついて情報提供があり
ました。

●ＪＡ愛媛果樹技術指導員会　果樹技術研修会

28年産果樹の生産対策などを協議

▲名誉会長賞を受賞した
　上田さん（左）と村上さん

▲�県知事賞を受賞した末光さん
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●ひめライス無洗米キャンペーン抽選会

キャンペーン応募数と無洗米販売数量が増加！
　㈱ひめライスは、３月８日、松前町の本社で、
伊予牛「絹の味」焼き肉セットなどが当たる無
洗米キャンペーン「サッ ジャッ　ポンで あら
うまい！」の抽選会を行い、松田一人社長らが、
7,400通の応募の中から当選者600人を選びました。
　同キャンペーンは、12月21日から２月29日ま
で実施。期間中はテレビCM放映を通じて、無
洗米の「洗わずに炊ける便利さ」を、お米を

「サッ」、水を「ジャッ」、スイッチを「ポン！」
という擬音でアピール。量販店20店でのマネキ
ン試食販売（前年比８店増）のほか、28店で無
洗米・にこまるコーナーを設置（同13店増）す
るなど積極的に商品をPRした結果、キャンペー
ン応募数は前年比141％と伸長。期間中の無洗
米販売数量も前年比103％に増加しました。
　キャンペーンにあわせて新商品「にこまる」
の認知度向上と販売拡大に向けて試食会や特売
企画提案活動を積極展開し、期間中の無洗米あ
らうまい「にこまる」の販売実績は前年同期比
178％に拡大しました。

　同社は無洗米
を戦略商品と位
置 付 け、 精 米
売り上げ数量全
体に占める無洗
米比率も目標を
30％に設定。松
田社長は、「無
洗米比率は27％
と前年から２ポ
イント増加し堅
調に推移している。今後もキャンペーンや試食
宣伝等を通じて利便性をアピールし、利用者拡
大につなげたい」と話しています。
　応募はがきには、「洗う手間がないので便利。
続けて購入しています。特に冬は水が冷たいの
でうれしい」「CMが面白く子どもがよく口ず
さんでいます」「無洗米の時短・節水は助かり
ます」などの声が寄せられていました。

　「第54回愛媛マラソン（湯ったりオレンジロー
ド）」が、２月７日開催され、「ふれ愛・媛ポー
ク」生産者、ＪＡ全農えひめ職員や関係者など
計31人が出場しました。
　「ほのぼの媛ポークランナーズ」は、生産者
と関係者など17人が『ふれ愛・媛ポーク』のロ
ゴマーク入りユニフォームで出場し、走る広告
塔として、沿道の方々にPR。全員が制限時間
内に完走しました。ＪＡ全農えひめチームは13
人が完走しました。

●第54回愛媛マラソン

走る広告塔としてPR

▲『ふれ愛・媛ポーク』チーム（右）とＪＡ全農えひめチームの選手

▲抽選する松田社長（中央）

　「第29回ひめライス杯南海放送レディス卓球
大会」が、２月20日松山市の県総合運動公園体
育館で開かれ、過去最大となる218組・436人が
エントリーし熱戦を繰り広げました。
　同大会は卓球女子ダブルスの大会では県内最
大規模を誇る。今回は19歳から81歳までの選手
が出場し、レベル別に５クラスに分かれ、日頃
の練習成果を競いました。
　最もレベルの高いＡクラスを制した徳田明
子・森まりなペア（所属＝伊予つばさ、伊予市）
は、「この大会では初めてのペアでしたが、楽
しく試合ができました」と笑顔を見せた。同ク
ラスで優勝７回目の徳田さんは、「勝因は、賞
品のお米を見ながらとにかく頑張ることかな

（笑）。子どもたちを指導しながら、今後も楽し

く卓球を続けた
い」と話してい
ました。
　㈱ひめライス
は、スポーツを
通じて愛媛のお
米『ひめライス』
をPRし よ う と
同大会を応援。
参加賞として無
洗米『あらうま
い！』愛媛県産コシヒカリ１㎏を提供したほか、
副賞として、各クラス優勝の選手に「あらうま
い！ 愛媛県産コシヒカリ」各10㎏、３位以内の
選手に『あらうまい！』各５㎏を贈りました。

第29回ひめライス杯南海放送レディス卓球大会開催！

▲副賞のお米を手に喜ぶＡクラス優勝の
　森（左）・徳田ペア
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R E A D E R S 通 信

今月の
クイズ編 集 後 記

	

小
さ
な
島
が
沈
む
か
と
思
う
ほ
ど
盛
り
上
が
り
、
良
い

大
会
で
し
た
。
来
年
は
30
回
の
大
会
。「
今
年
よ
り
盛

大
な
大
会
に
な
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
誓
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

	
	

（
上
島
町
・
春
富　

静
子
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
「
忙
し
い
毎
日
、
朝
食
を
抜
い
て
い
ま

せ
ん
か
」
と
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
病
院
で
は
、
妊
婦
さ

ん
に
、
お
米
を
食
べ
な
い
と
胎
児
に
は
よ
く
な
い
と
講

習
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
炭
水
化
物
で
も
パ
ン
で
は
代

用
で
き
な
い
と
か
、
ど
う
い
う
理
由
か
し
っ
か
り
聞
い

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。お
米
に
は
、

す
ば
ら
し
い
力
が
あ
る
の
で
す
よ
ね
。

	

「
紅
ま
ど
ん
な
」「
甘
平
」「
は
る
み
」「
き
よ
み
」「
ポ

ン
カ
ン
」
な
ど
、
美
味
し
い
柑
橘
類
が
次
か
ら
次
へ
と

味
わ
え
る
毎
日
。
ほ
ん
と
う
に
愛
媛
に
生
ま
れ
て
幸
せ

だ
な
と
感
じ
ま
す
。
花
粉
症
対
策
と
し
て
カ
ス
ピ
海

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
柑
橘
類
の
皮
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
一
緒

に
食
べ
て
い
ま
す
。
柑
橘
シ
ー
ズ
ン
は
皮
も
捨
て
ら
れ

ま
せ
ん
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

●
今
月
の
素
材
。
愛
媛
と
い
え
ば
柑
橘
王
国
で
す
が
、
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
も
多
い
と
か
。
昔
、独
身
時
代
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
な
か
な
か
食
べ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な

く
て
、
そ
し
て
高
価
な
フ
ル
ー
ツ
で
し
た
。
外
出
し
て

喫
茶
店
で
頼
む
の
は
、
コ
ー
ヒ
ー
で
は
な
く
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
今
は
手
近
に
好
物
の
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
、
そ
の
時
の
こ
と
を
懐
か

し
ん
で
お
り
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
愛
媛
い
よ
か
ん
…
い
い
予
感
♪　

私
も
学
生
時
代
は
、

愛
媛
の
カ
ン
キ
ツ
を
食
べ
て
勉
強
し
ま
し
た
。

	

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
こ
ん
な
料
理
方
法
が
あ
る
の
で
す

ね
。
ど
れ
も
お
い
し
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
い
た
だ
い

た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
あ
る
の
で
、挑
戦
し
て
み
ま
す
。

あ
と
、は
っ
さ
く
の
料
理
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
松
山
市
・
池
内　

周
平
さ
ん
）

●
農
機
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
は
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
い
つ
も
事
後
の
発
表
な
の
で
、
来
月
の
予
定
と

か
の
表
が
あ
れ
ば
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

	

で
き
れ
ば
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
れ
ば
…
。

	
	

（
松
山
市
・
亀
田　

均
さ
ん
）

●
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
初
め
て
耳
に
し

ま
し
た
。
と
こ
と
ん
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、芸
能
人
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
な
み
の
セ
ン
ス
、ま
ず
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
訪
問
し
、経
営
支
援
を
行
う
な
ど
、

日
々
の
活
動
の
様
子
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
に
引
き
続
き
、
各
Ｊ
Ａ
の
事
例
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

	

「
甘
平
（
か
ん
ぺ
い
）」「
愛
媛
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
」
に
つ
い
て
。
新
聞
で
も
見
ま
し
た
。
今
年
は
糖

度
な
ど
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
も
の
の
、
外
観
の
傷
な
ど

で
思
っ
た
ほ
ど
数
量
が
な
く
、
選
果
基
準
を
…
と
書
い

て
あ
っ
た
よ
う
な
�　

で
も
甘
く
て
食
感
が
良
く
、
ま

た
皮
も
む
き
や
す
い
、
ま
す
ま
す
需
要
の
あ
る
商
品
だ

と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
「
甘
平
」。

	
	

（
西
予
市
・
毛
利　

徳
子
さ
ん
）

●
編
集
後
記
で
２
０
１
６
果
実
の
売
れ
筋
期
待
値
ラ
ン
キ

ン
グ
（
日
本
農
業
新
聞
掲
載
）
で
、「
紅
ま
ど
ん
な
」

が
２
位
、「
甘
平
」
が
５
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
が
ん
ば
れ
愛
媛
県
産
�　

こ
れ
か
ら
も
応

援
し
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
大
西　

初
美
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
の
平
繁
か
な
え
さ
ん
の「
日
本
酒
、

大
好
き
で
す
。」
を
読
ん
で
い
る
と
飲
め
な
い
私
も
飲

み
た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
し
い
お
酒
を
飲
め
る
よ

う
訓
練
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

	

積
雪
の
あ
っ
た
時
、
大
人
し
か
い
な
い
（
50
歳
以
上
ば

か
り
）
我
が
家
で
は
、
凍
え
な
が
ら
倉
庫
で
の
選
果
組

と
こ
た
つ
で
テ
レ
ビ
の
番
を
す
る
者
と
で
し
た
。
高
校

生
と
中
学
生
の
男
の
子
が
い
る
兄
家
族
か
ら
、
3
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
雪
だ
る
ま
の
画
像
が
送
ら
れ
て
き

て
、
思
わ
ず
皆
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
若
い
っ
て

素
晴
ら
し
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
井
上　

喜
美
さ
ん
）

●
愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り
「
千
代
の
亀
」
本
物
の
味
に
こ
だ

わ
り
、
地
域
の
伝
統
蔵
に
こ
だ
わ
り
、
努
力
し
て
い
る

こ
と
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
一
度
行
っ
て
試
飲
し
て

み
た
い
で
す
。
お
米
に
も
こ
だ
わ
り
、
愛
媛
に
も
こ
ん

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。が
ん
ば
れ
千
代
の
亀
。

2
月
28
日
に
第
29
回
ゆ
め
し
ま
海
道
し
ま
な
み
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、１
、２
０
０
名
の
方
、

ま
た
２
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
沿
道
の
応
援
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
少
子
化
・
高
齢
化
等
で
人
口
も
減

り
ま
し
た
。
増
え
る
の
は
イ
ノ
シ
シ
ば
か
り
で
す
。

２
月
号
の
答
え
は
「
み
か
ん
３
個
分
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

松
末　
　

正
さ
ん
（
西
予
市
）	

原　
　

大
輔
さ
ん
（
上
島
町
）

三
木
江
祥
子
さ
ん
（
西
予
市
）	

菊
池　

茂
正
さ
ん
（
西
予
市
）

矢
野　

久
志
さ
ん
（
伊
予
市
）	

伊
賀　
　

功
さ
ん
（
東
温
市
）

福
田　

正
昭
さ
ん
（
上
島
町
）	

越
智　

圭
太
さ
ん
（
今
治
市
）

永
井　

民
枝
さ
ん
（
西
条
市
）	

矢
野　

淑
子
さ
ん
（
大
洲
市
）

当
選
者
発
表

締
　
切
　
り

平
成
28
年
５
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
　
　
　
表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
６
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト 「

愛
媛
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
」
等
愛
飲
運
動

の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
運
動
商
品
に

な
っ
た
商
品
名
は
?

「
え
ひ
め
の
柑
橘
と
国
産
○
○
○
○
」

★特集では、28年度からスタート
する全農の「３か年計画」を
紹介しました。スローガンは、
「より近く　より深く　より前
へ」。より連携を深め、生産や
流通・消費の現場に深くかか
わることにより、農業生産基盤
の維持・拡大と農業所得の増
大にまい進する決意をあらわ
したものです。
　４月からＪＡえひめフレッシュ
フーズ㈱の「紅花卵卵」を発売。
美活（美を求める活動）に注
目して商品化され、コンセプト
は「女性の想いをかなえる美
活（美を求める活動）卵」、キャッ
チフレーズは「キレイがおいし
い」。
　皆さんもぜひ見つけて食べて
みてください。	 （正直）
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〈作り方〉
①　乾シイタケは水で戻す。
②　新ジャガ、ニンジンは一口大の乱切り。フキは
塩茹でして冷水に取り、皮をむき３㎝幅に切る。
③　フライパンを熱し、手羽先を入れて両面焼い
て取り出す。

④　フライパンにサラダ油を熱し、Ⓐを入れて香
りをだし、新ジャガ、ニンジン、①、③を炒める。
⑤　④に戻し汁とⒷを加えて煮込む。
⑥　新ジャガが柔らかくなり、煮汁が少なくなれ
ば水溶き片栗粉でとろみをつける。
⑦　最後にフキとゴマ油を加え、全体を混ぜる。

〈作り方〉
①　乾シイタケは水で戻し、半分に切る。
②　タコは1.5㎝に切る。スナップエンドウは筋
をとり、半分に切る。

③　フライパンにオリーブオイル、ニンニク、唐
辛子を入れ、弱火で熱し、香りを出す。

④　①を炒め、②を加えて手早く炒め、黒コショ
ウをふる。

⑤	　器に盛りつけ、パセリをふる。

乾シイタケと手羽先の中華煮 乾シイタケとタコのアヒージョ風オイル焼き乾シイタケと豚団子のスープ

〈作り方〉
①　乾シイタケは一晩水につけて戻す。
②　ボウルにⒶを入れ、よく混ぜ合わせる。
③　キャベツは短冊切りにする。
④　鍋にダシ、酒、戻し汁を入れ、沸けば②を丸
めて加え、①を加えて弱火で炊く。

⑤　火が通れば、Ⓑと③を加えて、サッと火を通
す。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約373kcal
乾シイタケ（小）	 ８個
水（戻し水）	 400㏄
手羽先	 ８本
新ジャガイモ	 ２個
ニンジン	 1/2本
フキ	 １本
塩	 少々
サラダ油	 大さじ１
　ショウガ（みじん切り）	 １カケ
　ニンニク（みじん切り）	 １カケ
　鶏ガラスープ	 600㏄
　砂糖	 大さじ３
　濃口醤油	 大さじ２
　オイスターソース	 大さじ１
　酒	 大さじ２
水溶き片栗粉	 大さじ２～
ゴマ油	 大さじ１

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約194kcal
乾シイタケ（小）	 ８個
茹でタコ（足）	 200ｇ
スナップエンドウ	 ８本
塩	 少々
オリーブオイル	 大さじ４
ニンニク（スライス）	 １カケ
輪切り唐辛子	 ５個
黒コショウ	 少々
パセリ（みじん切り）	 大さじ１

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約211kcal
乾シイタケ（小）	 ８個
水（戻し汁）	 400㏄
　豚ひき肉	 240ｇ
　白ネギ（みじん切り）	 1/3本
　卵	 １個
　ショウガ汁	 小さじ１
　薄口醤油	 小さじ１
　片栗粉	 小さじ２
キャベツ	 100ｇ
ダシ	 600㏄
酒	 大さじ１
　ミリン	 50㏄
　薄口醤油	 小さじ１
　塩	 小さじ1/2

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲
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原木をじっくり乾燥、風味良い仕上げ
全農品評会も堂々、上位受賞の愛媛産！

今月の素材
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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